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要 旨 

 本研究では、実習指導者研修の評価の実態を明らかにし、研修転移を目指した研修プログラム開発の示唆を

得ることとした。 

 医中誌Web版で「実習指導者・研修・看護」のキーワード検索を行い、研修評価を行っている16件を分析対

象とした。評価内容・方法・時期から「４レベル評価モデル」に適用し、レベル別に研修や評価について検討

を行った。 

 研修は一過性のイベントではなく、学習により実践の場での行動変容や成果を生み出すことが目的である。

そのため、研修評価では、指導者の主観的評価のみならず、客観的な評価も加え、経時的に評価していくこと、

研修で学んだことを職場でどう実践するかの行動目標になるような評価内容を織り交ぜること、レベル３「行

動」やレベル４「成果」を測定する評価にする必要がある。また、研修転移を目指すには、教育機関と実習施

設が協同した研修プログラムを開発し、連携を図りながら研修評価を実施する。さらに指導者のニーズを把握

したうえで研修設計し、指導者が意欲的に継続して実践できるような研修開発の必要性が示唆された。 

 

キーワード：研修転移、実習指導者、研修、看護 

 

緒 言 

 我が国は少子高齢社会を迎え、医療技術の進歩や

患者のニーズの多様化が進んでおり、看護者には、

様々な場面で人々の身体状況を観察・判断し、状況

に応じた適切な対応ができる看護実践能力が求めら

れている1)。そこで、看護基礎教育では、看護実践能

力を培うために臨地実習が重要な教育の場となって

くる2)。そのような臨地実習で、臨地実習指導者（以

下、実習指導者）は、学生に対し看護実践者として

の役割モデルとなることが期待されており2)、実習指

導者の果たす役割や影響力は大きいと考える。この

ように実習指導者が役割を遂行するためには、研修

等を実施するなどして教育機関と実習施設が連携・

調整を図る仕組みを整えることが必要である2)。その

ため、実習施設である各医療機関や各都道府県看護

協会、実習を依頼する教育機関などでは、実習指導

者の能力向上を目指して、学生理解の研修3)や学生と

のコミュニケーションに関する研修4)、指導方法につ

いての研修5,6)など様々な研修あるいは講習会、セミ

ナーが実施されている（以下、研修には講習会やセ

ミナーも含む）。これらの研修は、目的やニーズによ

って、講義形式やロールプレイング、個人ワーク、

グループワークなどの方法を組み合わせて実施して

いる。 

 ところで、一般的な企業研修においては、学んだ

ことの60～90％は職場で実践されていないこと7)が

報告されている。田口他は、実習指導者研修で学ん

だことを実際の現場で活かしているかの把握ができ

ていない8)と述べており、実習指導者研修においても、

研修で得た知識を現場で実践できていない可能性が

あると推測される。また、実習指導者研修の企画に

関する先行研究では、研修の評価が研修直後のアン
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ケートに限られていることなど、研修プログラムの

構成や評価に課題を感じているという報告9)がある。

これらのことから、実習指導者が効果的な実習指導

を行えるように、研修で得た知識を現場で実践でき

るような研修プログラムの開発とその評価が重要で

あると考える。 

 近年、看護分野でも注目されている「研修転     

移」10)という概念がある。この概念は、知識の獲得だ

けに注目するのではなく、研修で学んだことを現場

で役立て、かつ研修の効果が持続されることに焦点

をあてている10)。また、「研修転移」を促すためには

研修評価が重要であるといわれており10)、効果が持

続する研修であるかどうかを評価するには、研修で

得られた知識がどのように実践され、持続している

かを測定する必要がある。 

 そこで本研究では、先行研究における実習指導者

を対象とした研修について、研修の効果がどのよう

に評価されているのかを明らかにするために、研修

の目的・内容および評価方法・内容に焦点を当てて

検討を行っていくこととした。また、本研究で実習

指導者を対象とした臨地実習に関する研修の評価の

実態について明らかにすることで、実習指導者が研

修で学んだ知識を現場で実践でき、研修の効果が持

続するような研修プログラムを開発するための一部

示唆を得ることができると考える。 

 

方 法 

１．用語の定義 

１）研修転移 

 中原他が定義する研修転移10)を参考に、研修で学

んだことが、仕事の現場で実践でき、かつその効果

が持続されることと定義する。 

２）実習指導者 

 学生が教育カリキュラムに基づき修得した知識・

技術・態度を臨地にて対象者に看護ケアを提供する

ことを通して統合できるように支援する現場の看護

職のことと定義する。 

３）研修 

 実習指導者に対して実施した臨地実習に関する研

修会および講習会、セミナーのことと定義する。 

 

２．文献の選定方法 

 医学中央雑誌Web版を使用し、2000年から2019年

に投稿された国内の文献とした。「研修転移」「実習

指導者」「研修」のキーワードで検索したが、該当し

なかったため、「実習指導者」「研修」「看護」のキー

ワード検索を行い、会議録を除く論文を抽出した

（2019年４月４日検索）。抽出した論文を精読し、本

研究の目的と合致し、教育機関や実習施設主体の実

習指導者研修の評価を実施していると判断した論文

を選定した。 

 

３．分析方法 

 医学中央雑誌Web版より抽出した論文の内容を精

読し、マトリックス方式で論文を整理した。マトリ

ックス方式は体系的に文献をレビューするための構

造と過程であり、本方式を採用することにより、「大

量の情報を整理することが可能になり、今まで行わ

れた研究の全体像を把握すること、そして、これか

ら自分が行う研究の焦点となりうる知識のギャップ

を明確にすることが容易になる」11)という利点があ

る。分析手順としては、①対象論文を年代順に並べ

て、②情報を抽出するためのトピックを決定し、③

トピックに該当する情報を抽出してマトリックス表

内に配置していく。本研究において、情報を抽出す

るためのトピックは、「研修の実施主体」「研修目的」

「研修内容」「研修評価内容」「研修評価方法」「研修

評価時期」とした。 

 また、「研修転移」では、研修評価にカークパトリ

ックの「４レベル評価モデル」が活用されている10)。

この「４レベル評価モデル」は、研修転移に限らず、

研修プログラムを評価するためのモデルとして代表

的なものである。このモデルは、４つの異なる評価

レベルがあり、まず、レベル１が「反応」、レベル２

が「学習」、レベル３が「行動」、レベル４が「成果」

となっている12)。レベル１～４の中で、レベル３の行

動こそが、研修転移を促すうえで、大きな要因であ

るといわれており10)、レベル３の行動やレベル４の

成果まで評価することが重要となる。そこで、「研修

転移」を促すような研修が実施されているかを明ら

かにするために、「４レベルの評価モデル」をトピッ

クに加えて分析することとした。 

 

倫理的配慮 

 本研究では、対象となる論文の著者の意図を損な

わないように留意した。 
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結 果 

１．分析対象論文 

 医学中央雑誌Web版の検索により、92件の論文を

抽出し、タイトルや要旨から本研究の目的に合った

41件に絞った。さらに、論文を精読し、教育機関お

よび実習施設主体の実習指導者研修を実施し、研修

評価を行っていることが分かる16件を分析対象論文

として抽出した。マトリックス方式で整理した内容

を表１に示す。 

 

２．論文発行年の内訳 

 分析対象となった16件の論文発行年の内訳は、

2000年１件、2007年２件、2008年１件、2009年１件、

2011年１件、2012年１件、2013年３件、2015年１件、

2016年１件、2017年２件、2018年２件の合計16件で

あった。 

 

３．研修の実施主体について 

 実習指導者に対して実施された臨地実習に関する

研修について、実施主体の内訳をみると、教育機関

（大学、専門学校）が12件、実習施設である医療機

関（病院）が４件であった。 

 

４．「４レベルの評価モデル」の適用について 

 研修評価内容・研修評価方法・研修評価時期のト

ピックをもとに、カークパトリックの「４レベルの

評価モデル」に適用してみると、16件の論文のうち、

レベル１「反応」を測定しているものは１件、レベ

ル２「学習」までを測定しているものは９件、レベ

ル３「行動」までを測定しているものは６件、レベ

ル４「成果」までを測定しているものは０件であっ

た（図１）。 

 

５．「４レベルの評価モデル」のレベル別にみた評価

内容および評価方法について 

 レベル１「反応」を測定しているものは、実習指

導者に対しアンケートを用いて評価しており、研修

に対する印象を評価内容としていた。 

 レベル２「学習」までを測定しているものは、評

価方法として、アンケートや調査票等による評価を

実習指導者に実施しているものが８件で、１件のみ

レポートを実習指導者に記載してもらい内容分析を

実施していた。アンケートや調査票による評価の内

容は、研修に対する印象や満足度、目標達成度、研

修の内容の参考度、印象に残った学び、指導へのモ

チベーション、実習指導者としての認識や行動の変

化、実習指導で実践可能なことなどであった。レポ

ートの内容分析による評価の内容は、臨地実習とい

う場における学びや学生の学びの支援に関すること

であった。 

 レベル３「行動」までを測定しているものは、評

価方法として、アンケートや調査票等による評価を

実習指導者に実施しているものが４件で、１件のみ

プロセスレコードを実習指導者に記載してもらい内

容分析を実施していた。アンケートや調査票による

評価の内容は、研修後の指導者としての活動内容や

目標達成内容、実習指導のかかわり状況、学生のレ

ディネスの把握、実習要綱の把握や確認、実習環境

の整備、教員との連携、指導方法、実習指導案の活

用、評価基準に沿った評価などであった。プロセス

レコードの内容分析による評価の内容は、指導場面

の自己の振り返りと学びに関することであった。 

 レベル４「成果」については、研修の効果が職場

での実習指導に影響を及ぼしたかを学生の満足度等

で測定するものであるが、16件の論文のうち、これ

らに該当する評価内容は見られなかった。 

レベル 内容 項目 手法 時期 本研究の結果 

１ 反応（Reaction） 研修に対する印象 
満足度 
有用度 

自己効力感 
アンケート（本人） 研修直後 １件 

２ 学習（Learning） 知識・技術の獲得 
学習内容 
獲得度 

テスト（プレ・ポスト） 
ロールプレイ評価 

研修前・後・研修中 ９件 

３ 行動（Behavior） 
学習内容の転移 
職場での行動変化 

活用度 

アンケート 
（本人・他者評定） 

インタビュー 
行動観察 

研修数カ月後 ６件 

４ 成果（Results） ビジネス上の影響 
売上・利益 
従業員満足度 

退職率 

実験群と統制群の比較 
成果につながる要素の分析 

研修数カ月後 ０件 

図１ 研修評価の４レベル 「研修転移」の理論と実践より引用 
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６．「４レベルの評価モデル」のレベル別にみた研修

目的および研修内容について 

 各レベル別に研修目的および内容についてみてい

く。レベル１「反応」を測定している研修は、より

質の高い実習指導の推進を図ることを目的とし、大

学における臨地実習や実習指導者に求めたいことな

どの講義と効果的な実習指導方法に関する意見交換

などの分科会および実習指導で体験したことや実習

指導場面の教材化などのグループワークを実施して

いた。 

 レベル２「学習」までを測定している研修は、研

修目的の記載がない論文４件を除き、指導者として

の基盤を形成する、指導者の役割・機能について考

察する、効果的な実習指導の方法を学ぶ、自己の教

育観を再構築する機会を目的としていた。また、研

修の内容は、各大学のカリキュラムの特徴、看護学

士課程カリキュラムの特徴、看護教育の目的や方法、

看護の動向と看護観、臨床実習の法的規定、学生理

解、看護学生の臨地実習での迷いや困難、実習での

学生の学びなどの講義と自己の被指導体験の振り返

り、VTRによる指導場面の分析と対応、指導場面の

ロールプレイ・体験の振り返り、どのような指導者

でありたいか、指導する上で大切にしたいこと、実

習記録に対する指導、看護における倫理的課題や学

生が体験しやすいジレンマケースを用いた倫理的課

題の明確化と解決の仕方、何を大切に看護実践して

いるかの振り返り、指導者のキャリア開発・形成へ

の方法・ありかたについて、看護学生のレディネス

について、指導者の役割や指導者と教員の協働につ

いて、実習要項をふまえた指導のありかたなどの共

同的学習およびグループワークを実施していた。 

 レベル３「行動」までを測定している研修は、実

習をより効果的にし学生教育の向上に努めること、

実習指導に対する苦手意識を減少し効果的な指導に

つなげること、効果的な実習指導ができるような知

識・技術を修得させること、指導者役割と指導に関

する教育的知識と技術を学ぶこと、指導者としての

目標や課題を明確にして計画に沿った実習指導がで

きること、学部の教育理念に基づいた実習指導が実

践の場でも一貫して学生に支援できることを目的と

していた。また、研修の内容は、記載がない論文４

件を除き、看護学部のカリキュラムやカリキュラム

における看護実習の位置づけ、実習上の留意点、実

習指導の実践例などの講義と指導場面のビデオ視聴

後の検討や実習指導で困っていること、実習指導を

受けた経験の振り返り、実際の実習場面の事例検討

などのグループワークを実施していた。 

 

考 察 

 本研究では、実習指導者の「研修転移」を目指し

た研修プログラムの開発に向けた一部示唆を得るこ

とを目的に研修の効果がどのように評価されている

のか教育機関および実習施設主体の実習指導者を対

象とした研修の評価の実態を検証した。 

 

１．論文発行年の内訳について 

 本研究の対象となった論文の発行年の内訳をみる

と、実習指導者を対象とした研修に関する研究は、

年に数件しかなく、十分に行われていない現状であ

ることが明らかとなった。今後は、教育機関および

実習施設主体の実習指導者を対象とした研修につい

てさらなる調査を行い、現状の実態把握と実習指導

者の能力向上や実習指導の質向上のための研究に努

める必要があることが考えられる。 

 

２．研修の実施主体について 

 研修の実施主体の内訳をみると、教育機関主体で

実施している研修が多いことが明らかとなった。こ

のことから、実習指導者が研修で学んだことを実践

するのは実習施設であるため、研修転移となったか

を評価するためには、教育機関が実習施設である医

療機関と連携を図り、評価する基盤をつくることが

必要なのではないかと考える。また、教育機関と実

習施設が合同で実施している研修はみられなかった。

そのため、研修転移を目指し、研修の効果を評価す

るためには、教育機関と実習施設が協同した研修プ

ログラムを開発する必要性が示唆された。 

 

３．研修目的、研修内容および研修評価について 

 「４レベルの評価モデル」のレベル別の研修内容

の結果をみると、レベル１～３の全ての研修におい

て、講義形式のみならず、グループワークなどを取

り入れた研修設計となっており、研修に参加した指

導者参加型の研修設計であるため、指導者は知識の

獲得や学んだことを実践に取り入れやすいのではな

いかと考えられるが、レベル１～２の評価方法では、

実態は不明である。研修転移を促す働きかけの１つ

に、双方向の学習者参加型の研修が良いとされてお
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り10)、研修プログラム開発の際には、これまでの研修

と同様に、講義形式のみならず、グループワークな

どを取り入れた指導者参加型にし、レベル３以降の

研修評価にする必要がある。 

 研修評価方法の結果をみると、全ての研修におい

て、評価方法は研修に参加した実習指導者主観によ

るもので測定されており、客観的に実習指導者の知

識の獲得や行動・成果を測定したものはみられなか

った。レベル１「反応」のみを測定することで、研

修の目的が達成できる研修であれば、研修に参加し

た指導者の「反応」のみを測定して評価する場合も

考えられる。しかし、レベル２以上の「学習」「行動」

「成果」を測定する場合には、指導者本人の主観的

な評価だけでは、研修での学びが指導者の行動変容

につながったのち、研修効果が持続し、最終的に実

習指導に良い影響を与えているかどうかは不明であ

る。川守田他の研究においても、研修・講習会直後

の受講者の主観的評価が多く、研修・講習後の学生

指導実践を踏まえた評価が少ないことが報告されて

いる13)。しかし、研修とは、一過性のイベントではな

く、反復するプロセスを含むシステムであり14)、学び

や成長がゴールなのではなく、学習という手段によ

って、実践の場で行動変容が起こり、成果を生み出

すもの15)であるため、研修内容が現場で実践され、か

つ効果が持続されているかを現場の管理者や指導を

受けた学生などの客観的な評価も加え、経時的に評

価していく必要があると考える。また、評価内容の

結果をみると、レベル２「学習」までを測定してい

る評価の中に、実習指導で実践可能なことを評価内

容に取り入れている研修があった。研修転移を促す

働きかけの１つに研修後の目標設定をさせることが

挙げられており10)、研修の効果を評価するためだけ

でなく、研修転移に向け、研修で学習したことを職

場でどう実践するかの行動目標になるような評価内

容を織り交ぜることも必要ではないかと考える。 

 

４．研修転移について 

 「４レベルの評価モデル」に適用し、レベル１「反

応」を測定している研修は、研修に対する印象を研

修直後のアンケートで評価していたが、研修の内容

をみると実習指導者の能力向上を目的として実施さ

れていた。このことから、研修に対する印象で評価

を実施しても、実習指導者の能力が向上されたか、

また現場で実践され、持続しているのかを測定でき

ているとは考えにくい。そのため、研修の目的に合

わせた評価の実施をしなければ、研修の効果は評価

できないと考える。また、研修の目的や研修内容の

結果をみると、レベル３「行動」までを測定してい

る研修は、効果的な実習指導につなげることや効果

的な指導ができるような知識・技術の獲得など、研

修後に学んだことを現場で実践するレベルまでを目

的とした研修であった。さらに、研修個々の目的は

異なっていても、そもそも実習指導者を対象にした

研修は、指導者の能力向上が大きな目的としてある

と考えられる。しかし、現場で実践し、かつその効

果が持続できているのかまで評価したものはなかっ

たことや研修の効果が職場での実習指導に影響を及

ぼし、学生へ還元されているかを学生の満足度等で

評価したものはなかったため、現場での実践につな

がっていない可能性があり、「研修転移」の概念を用

いた研修プログラムの開発の必要性が示唆された。 

 先にも述べたように研修転移とは、研修で学んだ

ことが、仕事の現場で実践でき、かつその効果が持

続されることと定義されている。その研修転移を促

進するモデルとして、「転移プロセスモデル」10)があ

る。この「転移プロセスモデル」（図２）によると、

研修のインプットとして、「受講者の特徴」「研修設

計」「職場環境」の３つが研修のアウトプットである

受講者の「学習と保持」に影響し、その「学習と保

持」が「一般化と維持（＝研修転移）」をもたらすと

いわれている。つまり、レベル２「学習」の評価を

実施することに併せて、実習指導者のニーズが満た

されるように調査されているか、またそれらの調査

の結果が研修設計として組み込まれているかが、実

図２ 転移プロセスモデル 「研修転移」の理論と実
践より引用 
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習指導者の特徴、とくに意欲に影響を与えると考え

る。研修設計者の意図に加えて、実習指導者のニー

ズを把握したうえで研修設計することが、実習指導

者が現場で実践する意欲を向上させ、研修転移に繋

がるのではないか。さらに職場環境として上司や同

僚の支援、実際の実習指導場面で、研修で学んだこ

との使用機会を増やし、フィードバックできるよう

なサポート体制を整えることが必要であるといえる。 

 問可他においても、研修で得た知識を活かし指導

にあたることが研修の効果を最大限に活かし持続で

きる16)と述べているように、実習指導者を対象とし

た研修において、知識獲得にとどまらず、獲得した

知識を現場で実践することや、研修効果が持続する

ように「行動」や「成果」までの評価を指導者の主

観だけでなく、管理者や学生などの客観的な評価を

実施するなどして経時的に評価できる方法を検討す

るとともに、教育機関および医療機関が協同して、

受講者のニーズに合わせた研修となるように「研修

転移」を目指した研修プログラムの開発が必要であ

ることが示唆された。それが指導者の能力向上とな

り、最終的に学生の実習場面での学びの質向上へと

つながると考える。 

 

本研究の限界と課題 

 本研究では、教育機関や医療機関が主体とする実

習指導者研修の評価の実態について検討を行った。

対象となる論文が少なかったため、一般化するには

限界があり、教育機関や医療機関以外が実施する研

修についても評価の実態を明らかし、本研究で得ら

れた結果と比較検討する必要がある。 

 

結 論 

１．実習指導者を対象とした研修に関する研究は、

年に数件しかなく、十分に行われていない現状で

ある。 

２．研修評価では、研修に参加した実習指導者主観

による評価のみであったため、現場の管理者や指

導を受けた学生などの客観的な評価も加え、経時

的に評価していく必要がある。また、研修の効果

を評価するためだけでなく、研修転移に向け、研

修で学習したことを職場でどう実践するかの行動

目標になるような評価内容を織り交ぜることも必

要である。 

３．教育機関と実習施設が合同で実施している研修

はなかったため、研修転移を目指すには、教育機

関と実習施設が協同した研修プログラムを開発し、

教育機関が実習施設と連携を図り、研修評価を実

施する基盤をつくる。 

４．研修プログラム開発では、これまでの研修と同

様に、講義形式のみならず、グループワークなど

を取り入れた指導者参加型にし、レベル３以降の

研修評価にする必要がある。また、研修転移を目

指すために、実習指導者のニーズを把握したうえ

で研修設計すること、さらに職場環境として上司

や同僚の支援、実際の実習指導場面で、研修で学

んだことの使用機会を増やし、フィードバックで

きるようなサポート体制を整える必要がある。 

 

 本論文は、第39回日本看護科学学会学術集会で発

表した内容を加筆・修正したものである。 

 

利益相反の開示 

 本研究において、開示すべき利益相反は存在しな

い。 
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基
礎
知
識
、
考
え
方
の
土
台
の
提
示
）
④
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
る
ビ
デ
オ
場
面
の
検
討
⑤
グ
ル
ー
プ
発
表
⑥
講
評
 

①
研
修
前
（
学
生
指
導
で
困
っ
て
い
る
こ
と
の
意
識
９
項
目
）
 

②
研
修
後
（
研
修
で
の
成
果
９
項
目
、
研
修
方
法
５
項
目
、
研
修
内
容
５
項
目
、
感
想

の
自
由
記
述
）
 

質
問
紙
 

研
修
前
後
 

①
反
応
 

③
行
動
 

２
 

八
尋

祥
子

他
，

20
07
 

病
院
 

記
載
な
し
 

第
１
回
：「

実
習
指
導
者
を
す
る
に
あ
た
り
問
題
と
思
っ
て
い
る
こ
と
」
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
。「

臨
地
実
習
の
位
置
付
け
、
実
習
指
導
者
の
役
割
お
よ
び
学
校
と
の
連
携
に
つ
い
て
」

の
講
義
。
第
２
回
：
指
導
場
面
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
。「

学
生
観
、
教
材
観
、
指
導
観
の
考
え

方
に
つ
い
て
」
の
講
義
。
第
３
回
：「

ど
う
い
う
看
護
学
生
を
育
て
た
い
か
、
そ
の
た
め
に
は
指

導
者
と
し
て
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
が
必
要
か
」
に
つ
い
て
事
前
レ
ポ
ー
ト
し
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
意
見
交
換
。
 

①
各
回
の
研
修
終
了
時
：
今
回
の
研
修
内
容
は
期
待
に
合
っ
て
い
た
か
、
研
修
時
間
は

適
切
だ
っ
た
か
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
テ
ー
マ
・
内
容
は
ど
う
だ
っ
た
か
、
実
習
指
導

者
と
し

て
今

後
取
り

組
む
課

題
を

明
ら

か
に
し

、
今
回

の
研

修
目

標
を
達

成
で
き

た
か
、
研
修
に
対
す
る
反
応
（
満
足
度
、
目
標
達
成
度
）
 

②
実
習

指
導

者
コ
ー

ス
の
研

修
開

始
前

・
終
了

後
：
実

習
指

導
者

行
動
ア

ン
ケ
ー

ト
（

良
き

看
護

実
践
者

で
あ
る

こ
と

を
示

す
項
目

、
教
育

的
な

行
動

が
で
き

る
こ
と

を
示
す
項
目
、
人
間
関
係
に
巧
み
で
あ
る
こ
と
を
示
す
項
目
、
専
門
性
を
高
め
る
努
力
を

し
て
い
る
こ
と
を
示
す
項
目
）、

満
足
度
、
目
標
達
成
度
 

ア
ン
ケ
ー
ト
 
各
回
の
研
修
終
了
時
、

コ
ー
ス
全
般
の
研
修
開

始
前
・
コ
ー
ス
終
了
後
 

①
反
応
 

②
学
習
 

３
 

福
原

昇
子

，
20
07
 

病
院
 

臨
床
指

導
者

と
し

て
の
目
標

・
課

題
を
明

確
に
し

、
計

画
に

沿
っ
た
実

習
指

導
が
で

き
る
 

記
載
な
し
 

①
ア
ン
ケ
ー
ト
：
研
修
時
期
・
回
数
・
方
法
に
つ
い
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
・
意
識
の

変
化
が
あ
っ
た
か
、
研
修
に
対
す
る
意
見
・
要
望
（
自
由
記
述
）
等
 

②
自
己
評
価
内
容
：
総
合
評
価
記
述
内
容
か
ら
活
動
内
容
・
目
標
達
成
内
容
を
拾
い
出

す
 

ア
ン
ケ
ー
ト
 

研
修
生
の
自

己
評
価
 

研
修
後
 

①
反
応
 

③
行
動
 

４
 

高
島

尚
美

他
，

20
08
 

大
学
 

研
修
者

が
自

分
自

身
の
看
護

観
や

指
導
観

を
意
識

化
し

指
導

者
と
し
て

の
基

盤
を
形

成
す
る
 

第
１
回
：
講
義
（
学
生
理
解
・
臨
床
実
習
の
法
的
規
定
・
実
習
に
お
け
る
学
習
）、

第
２
回
：
ロ

ー
ル
プ
レ
イ
を
通
し
た
共
同
的
学
習
（
自
己
の
被
指
導
体
験
の
振
り
返
り
・
VT
Rの

実
際
の
指

導
場
面
の
分
析
と
対
応
の
検
討
・
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
指
導
場
面
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
・
体
験
の
振

り
返
り
と
考
察
）、

第
３
回
：
共
同
的
学
習
（
前
回
研
修
後
の
指
導
体
験
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と

今
後
の
指
導
の
方
向
性
の
検
討
）
 

①
３
日
間
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
通
し
た
共
同
的
学
習
で
特
に
印
象
に
残
っ
た
体
験
 

②
臨
地
実
習
に
お
け
る
「
学
び
」「

学
び
を
支
援
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
、

考
え
た
こ
と
 

③
今
の
段
階
で
臨
地
実
習
指
導
に
お
い
て
「
で
き
そ
う
」
と
思
え
る
こ
と
 

④
今
の
段
階
で
臨
地
実
習
指
導
に
お
い
て
「
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
そ
う
に
な
い
」
と
思

う
こ
と
 

⑤
臨
地
実
習
指
導
者
研
修
会
全
体
に
お
け
る
体
験
 

記
述
式
質
問

紙
 

研
修
後
 

①
反
応
 

②
学
習
 

５
 

永
田

真
弓

他
，

20
09
 

大
学
 

学
生
の

学
習

プ
ロ

セ
ス
を
理

解
す

る
と
と

も
に
、

そ
れ

を
支

援
す
る
自

ら
の

あ
り
様

や
指
導

者
の

役
割

・
機
能
に

つ
い

て
考
察

す
る
 

第
１
回
：
講
義
（
学
ぶ
こ
と
・
教
え
る
こ
と
、
臨
地
実
習
の
法
的
規
定
・
臨
地
実
習
と
は
ど
の

よ
う
な
学
習
か
、
看
護
学
生
の
臨
地
実
習
で
の
迷
い
や
困
難
、
精
神
看
護
学
実
習
を
通
し
て
の

学
生
の
学
び
）、

第
２
回
：
個
人
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
学
生
の
と
き
に
ほ
め
ら
れ
た
場
面
、
𠮟

ら
れ
た
り
指
導
に
納
得
で
き
な
か
っ
た
場
面
を
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
す

る
）、

VT
Rに

よ
る
実
際
の
指
導
場
面
の
視
聴
か
ら
、
看
護
と
し
て
の
学
び
や
指
導
場
面
に
お
け

る
対
応
を
検
討
、
共
有
）、

第
３
回
：
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
、
個
人
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
第
２

回
に
視

聴
し
た
VT
Rか

ら
学
生
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
に
つ
い
て
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
し
、

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
す
る
。
看
護
の
場
を
学
習
の
場
に
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
指
導
者
で
あ
り

た
い
か
に
つ
い
て
検
討
、
共
有
。）

 

テ
ー
マ
「
臨
地
実
習
と
い
う
場
に
お
け
る
学
び
と
は
何
か
、
学
生
の
学
び
を
支
援
す
る

こ
と
と
は
何
か
」
を
記
述
 

レ
ポ
ー
ト
内

容
分
析
（
質

的
）
 

研
修
終
了
後
１
ヶ
月
以

内
 

①
反
応
 

②
学
習
 

６
 

水
野

照
美

他
，

20
11
 

大
学
 

看
護
教

育
に

お
け

る
実
習
の

位
置

づ
け
を

理
解
し

、
効

果
的

な
実
習
指

導
の

方
法
を

学
ぶ
 

１
日
目
：
講
義
（
看
護
を
語
る
と
は
、
私
の
看
護
観
）、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
・
発
表
・
討
議
（
看

護
す
る
上
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
）、

２
日
目
：
講
義
（
看
護
学
部
の
臨
地
実
習
の
概
要
、
臨

地
実
習
に
お
け
る
指
導
者
の
役
割
、
効
果
的
な
実
習
指
導
の
方
法
）、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
・
発

表
・
討
議
（
指
導
す
る
上
で
大
切
に
し
た
い
こ
と
）、

３
日
目
：
講
義
（
青
年
期
の
心
理
的
な
特

徴
、
本
学
学
生
の
特
徴
お
よ
び
傾
向
、
学
生
の
レ
デ
ィ
ネ
ス
の
捉
え
方
）、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
・

発
表
・
討
議
（
学
生
の
力
を
引
き
出
す
た
め
に
）。

 

研
修
会
の
方
法
に
つ
い
て
（
開
催
日
時
・
時
間
配
分
・
学
習
す
る
量
・
研
修
会
の
日
数
）

４
件
法
で
回
答
 

研
修
会
の
内
容
に
つ
い
て
（
看
護
を
語
る
と
は
・
私
の
看
護
観
・
看
護
を
す
る
上
で
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
・
臨
地
実
習
の
概
要
・
指
導
者
の
役
割
・
実
習
指
導
の
方
法
・
指

導
す
る
上
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
・
青
年
期
の
心
理
的
特
徴
・
本
学
学
生
の
特
徴
・

傾
向
・
学
生
の
レ
デ
ィ
ネ
ス
の
捉
え
方
・
学
生
の
力
を
引
き
出
す
た
め
に
）
４
件
法
で

回
答
 

研
修
を
受
け
て
気
づ
い
た
こ
と
（
ど
ん
な
看
護
を
学
生
に
伝
え
た
い
か
、
研
修
を
通
し

て
思
い
出
し
た
印
象
に
残
っ
て
い
る
学
生
や
実
習
指
導
に
つ
い
て
）
を
自
由
記
載
 

調
査
票
 

研
修
直
後
  

①
反
応
 

②
学
習
 

７
 

吉
田

文
子

他
，

20
12
 

大
学
 

看
護
基

礎
教

育
に

お
け
る
実

習
の

位
置
づ

け
な
ら

び
に

、
臨

地
実
習
場

面
に

お
け
る

効
果
的

な
指

導
方

法
を
理
解

し
、

自
己
の

教
育
観
を
再
構
築
す
る
機
会
と
す
る
 

１
日
目
：
講
義
（
本
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
、
看
護
教
育
の
目
的
、
看
護
の
動
向
と
看
護

観
）、

演
習
（
学
生
が
実
習
中
に
困
っ
た
事
例
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）。

２
日
目
：
講
義

（
実
習
指
導
の
方
法
）、

演
習
（
実
習
記
録
に
対
す
る
指
導
と
い
う
事
例
に
つ
い
て
、
実
習
記

録
に
コ
メ
ン
ト
後
グ
ル
ー
プ
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
）。

３
日
目
：
講
義
（
看
護
倫
理
、

教
育
観
の
再
構
築
）。

 

大
項
目
Ⅰ
①
日
程
等
②
内
容
③
目
的
、
目
標
の
到
達
度
を
４
件
法
で
回
答
 

大
項
目
Ⅱ
「
セ
ミ
ナ
ー
で
印
象
に
残
っ
た
学
び
（
知
的
に
刺
激
さ
れ
た
こ
と
）」

へ
の

記
述
 

大
項
目
Ⅲ
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
要
望
等
 

ア
ン
ケ
ー
ト
 
研
修
直
後
  

①
反
応
 

②
学
習
 

８
 

村
上

礼
子

他
，

20
13
 

大
学
 

看
護
学

部
の

教
育

理
念
に
基

づ
い

た
実
習

指
導
が

、
看

護
実

践
の
場
で

も
一

貫
し
て

学
生
に
支
援
で
き
る
 

１
日
目
：
講
義
（
看
護
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
け
る
看
護
実
習
の
位
置

づ
け
、
看
護
実
習
上
の
留
意
点
）、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
実
習
指
導
を
受
け
た
経
験
の
振
り
返

り
の
共
有
）。

２
日
目
：
講
義
（
看
護
学
部
教
員
と
臨
床
助
教
か
ら
の
実
習
指
導
の
実
践
例
）、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
実
際
の
実
習
場
面
の
事
例
の
検
討
）。

 

属
性
、
研
修
会
修
了
後
の
実
態
（
研
修
会
修
了
後
の
臨
地
実
習
指
導
の
状
況
、
看
護
学

部
の
実
習
指
導
の
か
か
わ
り
状
況
等
）、

研
修
会
に
お
い
て
役
に
立
っ
た
内
容
（
自
由

記
述
）、

今
後
期
待
す
る
研
修
内
容
（
自
由
記
述
）
 

自
記
式
調
査

票
 

研
修
会
修
了
後
（
追
跡

調
査
）
 

③
行
動
 

９
 

吉
田

文
子

他
，

20
13
 

大
学
 

看
護
基

礎
教

育
に

お
け
る
実

習
の

位
置
づ

け
な
ら

び
に

、
臨

地
実
習
場

面
に

お
け
る

効
果
的

な
指

導
方

法
を
理
解

し
、

自
己
の

教
育
観
を
再
構
築
す
る
機
会
と
す
る
 

第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
講
義
（
本
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
）、

第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
講
義
（
看

護
教
育
の
目
的
）、

第
３
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
講
義
（
実
習
に
か
か
わ
る
倫
理
的
課
題
）、

第
４
セ
ッ

シ
ョ
ン
：
演
習
（
看
護
に
お
け
る
倫
理
的
課
題
の
事
例
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
討
論
、
発
表
）、

第
５
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
講
義
・
演
習
（
自
身
の
看
護
実
践
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
討
議
、

発
表
後
に
、
何
を
大
切
に
日
々
看
護
実
践
し
て
い
る
か
ふ
り
か
え
る
）、

第
６
セ
ッ
シ
ョ
ン
：

演
習
（
実
習
要
項
を
ふ
ま
え
た
実
習
指
導
の
あ
り
方
を
事
例
か
ら
確
認
、
グ
ル
ー
プ
討
議
、
発

表
）、

第
７
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
講
義
（
よ
り
効
果
的
な
指
導
方
法
の
実
際
）、

第
８
セ
ッ
シ
ョ
ン
：

演
習
（
実
習
記
録
に
コ
メ
ン
ト
を
記
述
後
、
グ
ル
ー
プ
討
議
）、

第
９
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
講
義
（
教

育
観
の
再
構
築
、
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
）。

 

大
項
目
Ⅰ
①
日
程
等
②
内
容
③
目
的
、
目
標
の
到
達
度
を
４
件
法
で
回
答
 

大
項
目
Ⅱ
「
セ
ミ
ナ
ー
で
印
象
に
残
っ
た
学
び
（
知
的
に
刺
激
さ
れ
た
こ
と
）」

へ
の

記
述
 

大
項
目

Ⅲ
本

セ
ミ
ナ

ー
を
概

観
し

、
時

間
を
増

や
し
て

ほ
し

い
セ

ッ
シ
ョ

ン
と
理

由
の
記
述
 

ア
ン
ケ
ー
ト
 
研
修
直
後
  

①
反
応
 

②
学
習
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No
 

著
者
，
発
行
年
 

実
施
 

主
体
 

研
修
目
的
 

研
修
内
容
 

研
修
評
価
内
容
 

研
修
評
価
 

方
法
 

研
修
評
価
時
期
 

レ
ベ
ル
 

10
 

田
口

恵
美

子
他
，
20
13
 

看
護

研
修

セ
ン

タ
ー
 

（
専

門
学
校
）
 

看
護
教

育
に

お
け

る
実
習
の

意
義

や
指
導

者
と
し

て
の

役
割

を
理
解
し

、
効

果
的
な

実
習
指

導
が

で
き

る
よ
う
な

知
識

・
技
術

を
修
得
さ
せ
る
 

記
載
な
し
 

学
生
の
レ
デ
ィ
ネ
ス
の
把
握
、
実
習
校
の
実
習
要
綱
の
把
握
・
確
認
、
実
習
環
境
の
整

備
、
教
員
と
の
連
携
、
教
育
的
な
視
点
と
方
法
を
活
用
し
た
指
導
・
指
導
方
法
全
般
、

実
習
指

導
案

の
活
用

、
評

価
基
準

に
沿

っ
た
評

価
、
そ

の
他

27
項

目
を
５

件
法
で

回
答
。
講
習
会
受
講
後
は
、
実
習
の
目
標
・
目
的
、
指
導
方
法
、
学
生
理
解
、
評
価
項
目

の
４
項
目
に
つ
い
て
「
意
識
し
て
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
」
の
質
問
を
追
加
設
定

し
た
 

質
問
紙
 

講
習
会
受
講
前
、
受
講

後
12
ヶ
月
 

③
行
動
 

11
 

近
藤

ふ
さ

え
他
，
20
15
 

大
学
 

第
１
回

：
実

習
指

導
の
基
本

お
よ

び
実
際

を
学
び
、
実
習
指
導
者
・
本
学
教
員
の
成
長

と
よ
り

質
の

高
い

実
習
指
導

の
推

進
を
図

る
。
第
２
回
：
臨
地
実
習
指
導
者
と
教
員
が

共
に

実
習

指
導

の
実

際
を

学
ぶ

と
と

も
に
、
関
係
性
を
築
き
、
共
に
成
長
す
る
こ
と

に
よ
り

質
の

高
い

実
習
指
導

の
推

進
を
図

る
。
第
３
回
：
本
学
学
生
の
看
護
実
践
を
直

接
指
導

す
る

臨
地

実
習
指
導

者
と

教
員
が

共
に
実

習
指

導
の

実
際
を
学

び
合

い
、
連

携
と
協

働
を

図
る

こ
と
に
よ

り
質

の
高
い

実
習
指
導
の
推
進
を
す
る
。
 

第
１
回
：
講
義
（
大
学
に
お
け
る
看
護
基
礎
教
育
で
の
臨
地
実
習
、
本
学
の
目
指
す
臨
地
実
習

お
よ
び
実
習
指
導
者
に
求
め
た
い
こ
と
）、

分
科
会
（
効
果
的
な
実
習
指
導
方
法
に
関
す
る
意

見
交
換
、
他
施
設
や
他
病
棟
の
実
習
指
導
者
お
よ
び
教
員
と
の
意
見
交
換
）。

第
２
回
：
講
義

（
実
践
か
ら
学
ぶ
教
育
を
め
ざ
し
て
）、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
・
発
表
・
意
見
交
換
（
臨
地
実
習
指

導
体
験
を
語
る
）。

第
３
回
：
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
・
発
表
・
意
見
交
換
（
臨
床
実
習
指
導
場
面
の

教
材
化
や
指
導
の
在
り
方
に
つ
い
て
）。

 

研
修
会
に
つ
い
て
の
意
見
５
項
目
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
内
容
は
有
意
義
で
あ
っ
た
、

グ
ル
ー

プ
ワ

ー
ク
に

積
極
的

に
参

加
で

き
た
、

グ
ル
ー

プ
ワ

ー
ク

で
の
デ

ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
は
活
発
で
あ
っ
た
、
今
後
の
実
習
指
導
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
、
今
後
も

継
続
的
に
研
修
会
開
催
の
必
要
性
が
あ
る
）
 

ア
ン
ケ
ー
ト
 
研
修
会
終
了
直
後
 

①
反
応
 

12
 

吉
田

文
子

他
，

20
16
 

大
学
 

記
載
な
し
 

第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
看
護
教
育
の
目
的
と
方
法
に
つ
い
て
確
認
、
受
講
者
の
教
育
観
・
学
習
者

観
を
ふ
り
か
え
る
、
第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
実
習
記
録
に
コ
メ
ン
ト
を
記
述
後
、
グ
ル
ー
プ
討
議
。

学
部
の
看
護
学
生
の
レ
デ
ィ
ネ
ス
に
つ
い
て
情
報
共
有
）、

第
３
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
看
護
倫
理
に

つ
い
て
解
説
、
学
生
が
体
験
し
や
す
い
ジ
レ
ン
マ
ケ
ー
ス
を
用
い
て
倫
理
的
課
題
の
明
確
化
と

そ
の
解
決
の
仕
方
に
つ
い
て
対
話
、
第
４
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
自
身
の
看
護
実
践
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ

い
て
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
に
伝
え
、
日
々
の
看
護
で
何
を
大
切
に
実
践
し
て
い
る
か
ふ
り
か
え

り
、
グ
ル
ー
プ
発
表
し
た
）、

第
５
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
各
自
の
自
分
史
を
キ
ャ
リ
ア
発
達
と
し
て

改
め

て
ふ

り
か

え
る

体
験

と
今

後
の

キ
ャ

リ
ア

開
発

・
形

成
へ

の
方

法
の

在
り

方
を

提
供

し
た
、
第
６
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
指
導
者
の
役
割
、
指
導
者
と
教
員
の
協
働
に
つ
い
て
、
学
生
の
立
場

を
追
体
験
し
（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
活
用
）、

考
え
を
深
め
る
、
第
７
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
本
学
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
特
徴
に
つ
い
て
説
明
、
第
８
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
実
習
要
項
を
ふ
ま
え
た
指
導
の
あ
り
か

た
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
討
議
、
発
表
、
第
９
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
教
育
観
の
再
構
築
に
つ
い
て
説
明
。 

セ
ミ
ナ
ー
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
毎
に
「
参
考
に
な
っ
た
か
」、

目
標
達
成
度
・
セ
ミ
ナ
ー
満

足
度
・
指
導
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
４
件
法
で
回
答
、
一
部
自
由
記
述
 

ア
ン
ケ
ー
ト
 
研
修
直
後
  

①
反
応
 

②
学
習
 

13
 

山
口

美
由

紀
他
，
20
17
 

病
院
 

指
導
者

役
割

と
指

導
に
関
す

る
教

育
的
知

識
と
技
術
を
学
ぶ
 

記
載
な
し
 

「
指
導
場
面
の
自
己
の
振
り
返
り
と
学
び
」
 

プ
ロ
セ
ス
レ

コ
ー
ド
内
容

分
析

 
(
質

的
) 

研
修
終
了
後
 

③
行
動
 

14
 

吉
田

文
子

他
，

20
17
 

大
学
 

記
載
な
し
 

第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
看
護
教
育
の
目
的
と
方
法
に
つ
い
て
確
認
、
受
講
者
の
教
育
観
・
学
習
者

観
を
ふ
り
か
え
る
、
第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
実
習
要
項
を
ふ
ま
え
た
指
導
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て

グ
ル
ー
プ
討
議
、
発
表
、
第
３
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
看
護
倫
理
に
つ
い
て
解
説
、
学
生
が
体
験
し
や

す
い

ジ
レ

ン
マ

ケ
ー

ス
を

用
い

て
倫

理
的

課
題

の
明

確
化

と
そ

の
解

決
の

仕
方

に
つ

い
て

対
話
、
第
４
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
自
身
の
看
護
実
践
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
に
伝

え
、
日
々
の
看
護
で
何
を
大
切
に
実
践
し
て
い
る
か
ふ
り
か
え
り
、
グ
ル
ー
プ
発
表
し
た
）、

第
５
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
各
自
の
自
分
史
を
キ
ャ
リ
ア
発
達
と
し
て
改
め
て
ふ
り
か
え
る
体
験
と
今

後
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
・
形
成
へ
の
方
法
・
在
り
方
を
提
供
し
た
、
第
６
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
指
導
者

の
役
割
、
指
導
者
と
教
員
の
協
働
に
つ
い
て
、
実
習
中
の
学
生
の
立
場
を
追
体
験
し
（
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
活
用
）、

考
え
を
深
め
る
、
第
７
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
看
護
学
士
課
程
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特

徴
に
つ
い
て
説
明
、
第
８
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
実
習
記
録
に
コ
メ
ン
ト
を
記
述
後
、
グ
ル
ー
プ
討
議
。

学
部
の
看
護
学
生
の
レ
デ
ィ
ネ
ス
に
つ
い
て
情
報
共
有
、
第
９
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
教
育
観
の
再
構

築
に
つ
い
て
説
明
。
 

セ
ミ
ナ
ー
の
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
ご
と
に
「
参
考
に
な
っ
た
か
」、

指
導
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
、
目
標
達
成
度
、
セ
ミ
ナ
ー
の
満
足
度
を
４
件
法
で
回
答
し
て
も
ら
う
、
一
部
自

由
記
述
 

ア
ン
ケ
ー
ト
 
研
修
直
後
  

①
反
応
 

②
学
習
 

15
 

杉
山

由
美

子
他
，
20
18
 

病
院
 

実
習

指
導

に
対

す
る

苦
手

意
識

を
減

少
し
、
効
果
的
な
指
導
に
つ
な
げ
る
 

記
載
な
し
 

指
導
に

対
す

る
意
識

（
看

護
学
生

を
迎

え
る
に

あ
た
り

、
ど

の
よ

う
に
感

じ
て
い

る
か
）
６
項
目
、
自
己
啓
発
（
実
習
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
感
じ

て
い
る
か
）
５
項
目
、
行
動
レ
ベ
ル
（
看
護
学
生
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
）
６
項
目
等
 
ア
ン
ケ
ー
ト
 

①
年
度
の
全
実
習
終
了

後
（
研
修
前
）
 

②
翌
年
度
の
全
実
習
終

了
後
（
研
修
終
了
２
か

月
後
）
 

③
行
動
 

16
 

吉
田

文
子

他
，

20
18
 

大
学
 

記
載
な
し
 

第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
看
護
教
育
の
目
的
と
方
法
に
つ
い
て
確
認
、
受
講
者
の
教
育
観
・
学
習
者

観
を
ふ
り
か
え
る
、
第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
実
習
要
項
を
ふ
ま
え
た
指
導
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て

グ
ル
ー
プ
討
議
、
発
表
、
第
３
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
看
護
倫
理
に
つ
い
て
解
説
、
学
生
が
体
験
し
や

す
い
ジ
レ
ン
マ
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
倫
理
的
枠
組
み
を
用
い
て
学
べ
る
よ
う
に
し
た
、
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
新
し
い
概
念
を
概
説
し
た
、
第
４
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
で

第
３
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
講
義
を
参
考
に
看
護
倫
理
で
遭
遇
す
る
用
語
や
倫
理
的
課
題
に
つ
い
て
、

文
献
検
索
し
た
、
第
５
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
第
４
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
調
べ
た
こ
と
を
グ
ル
ー
プ
発
表
、

意
見
交
換
、
第
６
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
各
自
の
自
分
史
を
キ
ャ
リ
ア
発
達
と
し
て
改
め
て
ふ
り
か
え

る
体
験
と
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
・
形
成
へ
の
方
法
・
あ
り
方
を
構
想
し
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
す

る
た
め
の
手
が
か
り
を
提
供
、
第
７
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
実
習
記
録
に
コ
メ
ン
ト
を
記
述
後
、
グ
ル

ー
プ
討
議
。
学
部
の
看
護
学
生
の
レ
デ
ィ
ネ
ス
に
つ
い
て
情
報
共
有
）、

第
８
セ
ッ
シ
ョ
ン
：

教
育
観
の
再
構
築
に
つ
い
て
説
明
。
 

①
セ
ミ

ナ
ー

へ
の
参

加
背
景

②
参

加
さ

れ
た
今

の
感
想

③
図

書
館

で
の
演

習
④
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
こ
と
⑤
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
意
見
感
想
 

ア
ン
ケ
ー
ト
 
研
修
直
後
  

①
反
応
 

②
学
習
 

 


